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分
析
哲
学
の
視
点
か
ら
、
空
思
想
の
従

来
の
弁
証
法
的
解
釈
を
斥
け
、
龍
樹
は

こ
と
ば
に
跨
っ
て
戦
い
な
が
ら
、言
語
思

考
の
広
野
を
疾
駆
し
た
こ
と
を
考
察
。
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は
じ
め
に

考
察
一
．主
述
形
式
の
思
考
と
無
自
性
の
原
則

１
．「
語
れ
ぬ
」も
の
を「
語
る
」齟
齬　

２
．分
析
・
総
合
に
お
け
る
概
念
的
思
惟
と
有
自
性
論　

３
．「
相
関
的
な
も
の
は
無
自
性
」が
原
則

４
．間
奏
曲―

言
語
行
為
と
い
う「
遠
見
の
角
」

考
察
二
．存
在
の
虚
ろ
化
と
論
理
則
の
見
か
け
の
侵
犯

１
．無
自
性
論
と
述
語
論
理

２
．論
理
則
侵
犯
の
許
容
は
泥
濘
の
途 

３
．無
分
別
の
境
地
と「
八
不
」 

〔
付
論
〕　

も
の
と
こ
と―

論
理
性
は
こ
と
ば
の
使
用
に
伴
う

考
察
三
．無
自
性
観
に
対
す
る
諾
否
の
行
方
　

１
．相
対
的
自
性
の
認
否
と
第
二
十
六
章　
　
　
　
　
　
　
　

２
．こ
の
種
の
言
語
行
為
が
は
ら
む
問
題
点　
　
　
　
　
　

３
．詭
弁
気
味
の
議
論
・
勇
み
足
の
議
論　
　
　
　
　
　
　
　

４
．思
考
の
言
語
と『
中
頌
』の
帰
謬
法

あ
と
が
き　

槻
木
　
裕（
つ
き
の
き　

ゆ
た
か
）

一
九
四
九
年
石
川
県
生
ま
れ
。金
沢
大
学
法
文
学
部
哲
史
文
学
科
卒
業
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。金
沢
女
子
短
期
大
学

文
学
科
講
師
、金
沢
学
院
大
学
文
学
部
教
授
、同
学
院
学
長
、学
園
長
を

経
て
、現
在
、同
学
院
名
誉
教
授
。浄
土
真
宗
本
願
寺
派
石
川
教
区
鹿
島

組
所
属
。

主
要
著
書
・
訳
書
：『
現
代
の
無
我
論―

古
典
仏
教
と
哲
学
』（
晃
洋
書

房
）、マ
ー
テ
ィ
ン
・
ホ
リ
ス『
ゲ
ー
ム
理
論
の
哲
学―

合
理
的
行
為
と

理
性
の
狡
智
』（
晃
洋
書
房
）、『
文
学
で
た
ど
る
浄
土
真
宗
の
エ
ー
ト
ス
』

（
探
究
社
）、『
他
力
を
誤
解
す
る
な
か
れ―

こ
と
ば
と
念
仏
者
の
主
体

性
』（
探
究
社
）

主
要
論
文
：「
空
へ
と
至
る
基
本
的
な
〝
論
理″

と
矛
盾
律
」（『
比
較
思
想

研
究
』第
30
号
）、「
行
為
の
理
解
と
当
為
判
断
」（『
中
部
哲
学
会
会
報
』第

18
号
）。
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